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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成27年２月10日に提出いたしました第97期第３四半期（自　平成26年10月１日　至　平成26年12月31日）報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出するもの

であります。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

 

３【訂正箇所】
　（訂正箇所は＿＿＿線で示しております。）

 

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　　（訂正前）

・・・・・・＜　略　＞・・・・・・

　セグメントごとの経営成績につきましては、次のとおりであります。

（銀行業務）

　経常収益は利回り低下による貸出金利息等の減少及び株式等売却益が減少したことにより、前年同四半期連結

累計期間に比べ３億86百万円減少し357億37百万円となりました。

　セグメント利益は国債等債券売却損の減少及び貸倒引当金が戻し入れになったこと等により、前年同四半期連結

累計期間に比べ１億49万円増加し70億26百万円となりました。

・・・・・・＜　略　＞・・・・・・

 

　　（訂正後）

・・・・・・＜　略　＞・・・・・・

　セグメントごとの経営成績につきましては、次のとおりであります。

（銀行業務）

　経常収益は利回り低下による貸出金利息等の減少及び株式等売却益が減少したことにより、前年同四半期連結

累計期間に比べ３億86百万円減少し357億37百万円となりました。

　セグメント利益は国債等債券売却損の減少及び貸倒引当金が戻し入れになったこと等により、前年同四半期連結

累計期間に比べ１億49百万円増加し70億26百万円となりました。

・・・・・・＜　略　＞・・・・・・
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